
 

   
（４）売上減少要件 

○ 令和２年 11 ⽉から令和３年３⽉の間の売上について、次のいずれかに該当していること。 
 ① いずれか一⽉の売上が前年同⽉と⽐較して 50％以上減少している者 

② いずれかの連続する３か⽉の売上の合計が前年同期と⽐較して 30％以上減少している者 
 

※ 対象店舗以外の売上も含む事業者全体の売上で比較します。 
※ 創業等で前年の売上が存在しない者にあっては、売上を比較する月の直近までのいずれか一月の売

上、若しくはいずれかの連続する３か月の売上の合計を用いることとします（具体例は５ページの
「新規創業者等の特例」を参照ください）。 

 ※ 比較する前年の売上が、すでに新型コロナウイルス感染症の影響を受けて減少した者にあっては、
その前年の売上を用いることができます。 

 
【参 考】売上減少要件確認の例について 

〇 原則的な例 
  R１.11 月〜R２.3 月と R2.11 月〜R３.３月の中で、連続する３か月同士の売上・合計額を比較

し、いずれか一月が 50％以上減少※または売上合計が 30％以上減少していること。 
 ※ 50％以上減少し、3 か月の合計額も前年対象月より減少していること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

対象となります。 



 

 
〇 ⽩⾊申告者の特例 

原則として、⽩⾊申告を⾏っている場合には、R１年の売上月（11 月、12 月）、R２年の売上月
（１月〜12 月）については、年間平均売上額を対象月の売上として計算してください。 

（※）ただし、R３．１〜３月の売上は、売上台帳等の任意の書類で可。 

 ・平均額に１円未満の端数が⽣じる場合は、切り捨ててください。 
 （例）5,623,100÷12 か月＝468,591.666… → 468,591 円 
 
・年度途中に創業している場合は、その年度の営業月数で平均を算出してください。 
 （例）令和２年４月創業／令和２年売上︓2,700,000 円÷９（４〜12 月）＝300,000 円 
 

<例外> 
「税理士」や「商⼯会議所・商⼯会」を通じて帳簿を作成している場合には、月別の売上を用いて

も構いません。 
※ 申告書や収⽀内訳書に加⼊団体名や税理士等の記⼊があるような場合に限る。 
※ ご自身で付けている帳簿や売上データは対象になりません。（ただし、R3.1 月〜3 月の売上は売

上台帳等の任意の書類で可） 
 
 

 

 
 
 
 
 
 



 

 
〇 新規創業者等の特例（前年の売上が存在しない者の特例） 

前年の売上が存在しない者においては、比較月の直近までのいずれか一月の売上、若しくは、いずれ
かの連続する３か月の売上の合計を算定に用いることができます。（どちらを用いても構いません） 
※ 一月の売上を対象期間の売上と比較する際には、一月の売上を前年同期の売上とみなして、算定

を⾏います。 

 
・原則、創業⽇は、以下で判断します（商号や屋号の変更、店舗の移転等は、創業に該当しません） 

法人…「履歴事項全部証明書」の会社設⽴の年月⽇ 
個人…「開業届」に記載されている開業⽇（×税務印の受領⽇ではありません） 
※ 開業届を提出していない場合は、税務署に開業届を提出してから申請してください。 

 ※ 前年の売上が存在しない者であって、創業⽇の取扱いに不都合がある場合には、個別に相談してく
ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

●新規創業者の特例対象・非対象の判断 【一度、商工会・商工会議所にご相談ください。】 

①～R1.11.1 までに新規創業した者→ ×特例対象外（通常の比較が可能） 

②R1.11.2～R1.12.1 の間に新規創業した者→ ×特例対象外（12 月～3 月の比較が可能） 

③R1.12.2～R2.1.1 の間に新規創業した者→ ×特例対象外（1 月～3 月の比較が可能） 

④R2.1.2 以降に新規創業した者 

 → 創業から今期の売上比較月の前月までの間の「いずれか一月の売上」 または 

   創業から今期の売上比較月の前月までの間の「いずれか連続する 3 か月売上」 

   を前年同期の売上として比較することができる 

■R2.4月に開業した者の例①→R2.5月の売上を前年の同期売上とみなし、今期11月～１月と比較

前年同期 今期 減少率 要件
R2 5月 300,000 R2 11月 250,000 16.7%
R2 5月 300,000 R2 12月 120,000 60.0% ○
R2 5月 300,000 R3 1月 180,000 40.0%

合計 900,000 合計 550,000 38.9%

■R2.4月に開業した者の例②→7月～9月を前年の同期売上とみなし、今期11月～１月と比較

前年同期 今期 減少率 要件
R2 7月 320,000 R2 11月 250,000 21.9%
R2 8月 280,000 R2 12月 190,000 32.1%
R2 9月 340,000 R3 1月 180,000 47.1%

合計 940,000 合計 620,000 34.0% ○

■R3.1月に開業した者の例→R3.1月の売上を前年同期の売上とみなし、今期2月・3月と比較

前年同期 今期 減少率 要件
R3 1月 300,000 R3 2月 150,000 50.0% ○
R3 1月 300,000 R3 3月 200,000 33.3%

合計 600,000 合計 350,000

※　対象期間内の比較可能な月数に応じて売上減少額を算定します。（R3.2月創業の場合は一月分）


